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平成 25年度 分科会活動報告 
 
平成 25年 11月 23日（土）日本赤十字社 会議室 202号室にて日本赤十字社診 
療放射線技師会第 1回分科会世話人会議を分科会世話人 15名、常任理事 7名の参加者にて開催した．
分科会の活動状況を把握し、分科会活動の活性化について討議した． 
 
【CT】世話人：河本勲則（京二）、加賀久善（大阪）、細川博明（松山）、 
大竹 覚（成田） 
 
１． 施設紹介 
神戸赤十字病院（HP 掲載） 
２．平成 25年総会にて：テーマ「CTの被曝低減」として検討を行った． 
メーカ、装置における AECシステムの応答性能を比較検討 
３．会員からの CT装置、検査に対する質問等の回答やアドバイスを行った． 
４． CTの AECシステム動作について発表した． 
 
【MRI】世話人：大澤哲平（八戸）、宇田暢樹（小川）、佐藤統幸（大田原） 
        浅見 肇（深谷） 
 
設置状況および調査を合わせてアンケートを作成した． 
1．全国の赤十字施設のMRI設置状況 
２．現在話題となっている、「MRI対応ペースメーカ」に対する各施設の対応についての調査 
 
【治療】世話人：小山登美夫（長野）、上田真吾（松山）、簾谷和男（足利） 
 
１．放射線治療品質管理におけるアンケートを実施した、全国の赤十字病院の中から放射線治療施設の
み郵送でアンケートを送付したが、回収状況は極めて高く、90％を超える回答であった．アンケート
結果は集計中であるが、最終的には今回のアンケート結果をふまえ、放射線治療品質管理体制の充実
などを本社に要望したいと考えている． 
 
【核医学】世話人：小池克己（さいたま）、坪井孝達（浜松）、星野洋満（前橋） 
         岸本義幸（神戸） 
 
１．第 1回核医学世話人会を神戸で開催し、活動計画を立案した． 
各施設の装置状況を含め下記内容アンケートの作成中． 
導入機器データベースの修正 
   機器ごとのワークフローを共有化 
   関係書類のフォーマットの共有化 
 
平成 25年度本会の動き 日本赤十字社診療放射線技師会 電子会誌第 5号 創立 60周年記念号 
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【医療情報】世話人：加藤秀之（松江）、西村英明（福井）、西小野昭人（熊本） 
 
１．平成 24年度日本赤十字放射線技師学術総会にて医療情報分科会シンポジウムを行った． 
２．平成 24 年度日本赤十字放射線技師学術総会での医療情報分科会シンポジウムの発表内容およびモ
ニタ管理に関するアンケートの結果をホームページに掲載した． 
３．盛岡赤十字病院から医用画像情報領域のアンケートへの協力依頼があり、Webアンケートの実施を
中心に対応した． 
４．システムマップの更新について検討を行った． 
 
【乳房画像】世話人：尾形智幸（さいたま）、西関 剛（長浜）、梶迫絵美（京二） 
          出井愛子（大森） 
 
１．機器の使用ユーザーコメントを HP に掲載する準備をした． 
（技師会ホームページ刷新に備えるため） 
 
 
平成 26年度 分科会活動計画案 
 
１．分科会活動の活性化を図るため、分科会組織の充実と強化を目的とする． 
このことは、各施設より其々の分科会員を選出して頂くことにより、分科会から発信するあらゆる
情報を各施設は共有できるものと考える． 
２．技師会 HP を有効活用する． 
３．第２回分科会世話人会議を開催する． 
 
【CT】世話人：河本勲則（京二）、加賀久善（大阪）、細川博明（松山）、 
大竹 覚（成田） 
 
１．継続活動 
各施設の CT室紹介（装置、検査数、運用等掲載用ひな形で行う） 
２．CT装置や検査内容に関する新しい話題や TOPIXをメーカと共同で HP 掲載内容検討し資料を作成
する（各メーカの逐次近似画像の特徴についてファントム実験を含め資料を集める）． 
３．新機種（被曝低減、逐次近似再構成システム掲載）の稼働状況について調査（アンケート方式も視
野に入れて）を行う． 
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【MRI】世話人：大澤哲平（八戸）、宇田暢樹（小川）、佐藤統幸（大田原） 
        揚出泰弘（秋田） 
 
設置状況および調査を合わせてアンケートの実施を行う． 
1．全国の赤十字施設のMRI設置状況 
２．現在話題となっている、「MRI対応ペースメーカ」に対する各施設の対応についての調査 
 
【治療】世話人：小山登美夫（長野）、上田真吾（松山）、簾谷和男（足利） 
 
１． 平成 26年度全国日本赤十字社診療放射線技師会総会学術大会における分科会報告 
２． 品質管理アンケート結果を日本赤十字社医学会総会にて報告 
３． ホームページへのトピックスや資料の掲載 
治療分科会の将来構想は会員の顔が見える会にすることである、年に 1回程度治療分科会独自の会
合・研修会の開催を目指す． 
 
【核医学】世話人：小池克己（さいたま）、坪井孝達（浜松）、星野洋満（前橋） 
         岸本義幸（神戸） 
 
１． 第 2回の世話人会の開催． 
２． 各施設の装置状況を含めアンケー実施および報告． 
導入機器データベースの修正 
    機器ごとのワークフローを共有化 
    関係書類のフォーマットの共有化 
 
【医療情報】世話人：加藤秀之（松江）、西村英明（福井）、西小野昭人（熊本） 
 
１．リニューアルされるWebサイトを有効利用して医療情報分野の情報交換を活発にする。 
２．医用画像情報の交換に関する運用について検討する． 
外部保存を含めた PACSのリプレースについて検討する． 
３．システムマップについて他の分科会とも協力して充実をはかる． 
 
 
【乳房画像】世話人：尾形智幸（さいたま）、西関 剛（長浜）、梶迫絵美（京二） 
          出井愛子（大森） 
 
１．本技師会 HPを充分に活用し、機器の使用ユーザーコメントを HP に掲載する． 
２．世話人会議を開催する． 
